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　　　4）
　前報においては貯蔵中ρ米粒内遊離アミノ酸の消長を

中心に米質の物理化学的特性について若干の推論を加

え，筆者らは米粒内遊離アミノ酸の変動はおそらく蛋白

の分解によるものであろうとのぺた．本報で特にこれら

蛋自についてろ紙電気泳動法による解析をとりあげたの

は蛋白の分解の機作と米質に関する研究を進めるにあた

っで何等かの指標を持ちたいと考えたからである。一般

に米の水分含量と貯蔵中の変質とは密接な関係があると

いわれていることから貯蔵中の米粒蛋自の行動は含有す

る水分によって変動していることが想像される．ここに

氷で抽出される蛋自を検討した目的があり，また試料液

の調製も他の方法に比較して容易であるごとにもよる．

二しかし一方蛋白の行動をろ紙電気泳動法で観察すること

は理論的には説明でき・ても実験の結果として再現性に多

少の問題があるとされているので簡単に結論を出すのは

むずかしい．しかし本法で蛋白を検索する1二とは特に窒

素化合物の面において従釆の分析化学午よる量的検討以

外に生的考察を与え“米”を把握しようとする一助にな

ると考えるからである。したがってここでは現在の方法

と繕果を概観し，若干の考察を加えるだげにとどめた．・
　　　　　　　　　　　　　　1）
なお泳動の基本的事項はB1ockにしたがい実験操作の細
　　　　　　　　　　　3）
部については各位の見解を参考にした。

　　　　　　I　実験材料および方法

　供試米は昭和32年～36年の各年に収穫した農林17号

（いずれも玄米貯蔵），また昭和36年に普通栽培した農林

44号および愛知旭の出穂後1週間目からの葦熟遇程にお

げる米粒である．玄米109を乳鉢で磨砕し30㏄の水を加

えて冷蔵庫内に24時間放置して遠沈（4，000rPm10分）
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し，上澄液（約25CC）をV1skmg透析膜に入れ，カーボ

ワックス1，500に挿入し，冷蔵庫内で低温濃縮した．濃

縮液はさらに遠沈（4，000r．皿m．／0分）し。その上澄（1

㏄）を供試液とし，0．01㏄を採ってろ紙原点2c例巾に添

加した．泳動には東洋ろ紙No．51（12．5㎝×26．0㎝）を使

用し，泳動部分は巾2c刎，長さ16c刎である。ろ紙をはる

・枠の長さは16o例，原点は中夫より陰極側へ4c刎である、一

極槽には1％kc1溶液，電極は銀多Bufferはベロナー

ノレ液（PH8．6，μ＝0．05）を用いた。ろ紙上の電流は0．5

：m．A／c刎，電圧は／5～20vo1t／c刎，泳動時間は5時間であ

る．泳動後，枠のままただちに100◎Cで乾燥し，1％

B．P，B．一昇禾飽和7ノレコーノレ液にて染色，0．5％酢酸

で洗い，風乾後，アソモニアガスで発色させ，パラフィ

ソ（58㌧60．C）を通して，目立分光光度計にて吸光度
iを言則矢…＝しブご　（λ＝5，800A）．

　　　　　　皿　観察結果および考察

　1　抽出法と泳動蛋自

　従来，組織蛋白はその描出法によって，水にとげるも

の（A1bu血me），水にとげないで10％塩化ナトリウム溶

液にとげるもの（G10bu1me），水および塩水にとげない

で70％アノレコーノレにとげるもの（P101a皿me），水，10％

塩化ナトリウム液70％アノレコーノレにとげないで，0．2％

苛性ソーダ液にとげるもの（G1uterhe）の4種に分類さ

れている．米の場合はG1uter1neをOryzemneと呼びラ

他の3つの蛋白に比較して3倍あるいは5一倍以上の量を
　　　　　2）
合んでいるとされている．元未，ろ紙電気泳動には透析
　　　　　　3）
の必要はなレ・といわれているけれども，イオソ強度に大

きな影響を与えるような抽出法はさげなげれぱならな

い。すなわち第1図でもわかるように0．2％苛性ソーダ

液抽出による試料ではかなりの泳動蛋白量が見られるげ

れども，抽出法においてすでに生的でなく，不可逆的変

性をおこしていると考えられ，そのため泳動像は再現性
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に乏しいものとなった．しかし泳動される蛋白量は多い

ので，今後Bufferの種類，そのイオン強度，電流電圧

の強さと時間，等々泳動条件のくみあわせによって検討

することが望まれるわげであるので，ここでは事実だげ

第1図
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0．2％苛性ソーダ抽出による米粒蛋自

の泳動像および吸光度曲線．
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を提串しておく．第2図の1は10％塩化ナトリウムによ

る蛋白の泳動像を示したものである。これによると2づ

の分画がある．実験1と実験2の結果が一致しないのは一

おそらく多量に加えた塩のために泳動しにくい状態にな

って，実験上の誤差から泳動距離に差がでてくると思わ

れる．70％アノレコーノレ抽出において分画は一1つしか認め

られないし蛋白量もまた少なく泳動には不適当であるよ

うに思われる．水抽出によるものは他の3蛋白に此較し

で再現性の点ですぐれているようであり（第2図，2

（0．04㏄添加））には分画は認められないが0．01㏄添加

することによって，分画が認められるような泳動像を示

した．

　2．登熟過程における米粒泳動蛋自の変化

第3図は出穂完了後1週間目からの米粒，出穂完了後

3週間目のとめ葉，35年産玄米の蛋白泳動像である。ご

れから明らかなように。とめ葉では1つの号画，出穂完

ぺ⑰71紅1川レ，②木．

第2図　1．10％塩化ナトリウム亀2．70％ア
　　　　ノレコーノレ，水，抽出による米粒蛋白の

　　　　吸光度曲線ならびに泳動像
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一第3図　登熟過程におげる米粒蛋白の変化

　1～4：出穂完了後1～4週間目の米粒
　　　35：昭和35年収穫玄米貯蔵（昭和36年10月実験）

fig100101.pdf
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了後1適間目の米粒（乳熟期）には2つの分画があり，

すでに同一の作物体でありながら組織と機能のことなる

部分としての差を生じている．‘これが登熟する．につれて

原点側にの苧る蛋白ができ・分画も多くなる．愛知旭は

出穂完了後4週問目に4分画（第3図の4）が観察さ

れ，35年産米とおなじような泳動像になった。すなもち

登熟過程におげる米粒組織の泳動蛋白はこのように，つ

ねに動いている．本報の範囲では米粒蛋白は登熟過程に

おいて機能的に“葉”の蛋白状態から‘‘米”の蛋白状態

にうつりかわるのである．

米粒胚部蛋自の貯蔵中の変化（農林1ア号）

32～36：収穫年次，昭和32年～昭和36年

　3。貯蔵中における米粒泳動蛋自の変化

　前述のように形成された蛋白をもつ玄米は貯蔵時間の、

経過につれて変質し，そのあらわれとして発芽率が藩ち

ていくのである．玄米の水溶陸全窒素は貯蔵期間中に減

少するが，泳動の結果においても，水溶性蛋白量の減少

が示される。新玄米の蛋白泳動像には4つの分画があり

（第3図4，35），玄米を胚部と胚乳部に分げて観察す

ると胚部には2つρ分画がある（第4図，第5図）、米

が古くなると胚部蛋自も次第に吸光度曲線のピークはす

るどさを失い，収穫後3年目には胚元釆の泳動像とはこ

第4図
第6図米粒胚乳部蛋自の貯蔵中の変化（農林17号）

　　　　32～36：収穫年次，昭和32年～昭和36年
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となった型になり，蛋自量も減少してくるようである．

玄米から胚をとりのぞいた胚乳部分の泳動像は玄米と同

じく分画数は原点を除いて4つであるが，岐穫後2年目一

になるとビークのするどさは次第に失われ，特に皿，w

が消失して来る．皿の分画には↓印部分に胚乳部蛋白と

しての特質があるかもしれない、このように収穫後の蛋

白は貯蔵中に変化レていくが。登熟過程を逆にした型の

泳動像を示さない．以上実験緒果の大要をのぺたが，出

穂完了後4週間目から収穫後1年目までの米粒蛋白は胚

乳部には一4分画，胚部には2分画の蛋白があることを確

認した。

　　　　　　　皿　要　　　　　約

　ろ紙電気泳動によって登熟過程および貯蔵中におげる

米粒蛋白の変化について検討した、登熟初期には2分画

が認められるが，出穂完了後4週間目には4分画が認め

られた膝登熟玄米の4分画は収穫後（玄米貯蔵）／年目

まで存在するが，貯蔵年次が経過するにつれて泳動像の

分画は次第に明瞭さを欠いて消失する。本実験法の範囲

内では“米”（出穂完了後4週間目から収穫後1隼目ま

で）の蛋白泳動像の分画は玄米胚部に2分画，胚乳部に

4分画が確認された．登熟過程においては急遠に，貯蔵

中においては緩除に，つねに米粒蛋白は動的である。I
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S廻㎜㎜砒y

　The　present　paper　dlea1s　w1th　mvest19a坑ons　on　the　changes　of　water　so1ub1e　protems　of　the

nce　kerne1s　in　re1at1on　to　the　changes1n　npen1ng　and　dur1ng　storage．

　The　protems　were　extracted．fro血nce　keme1s（／09）wi曲砒st111ed　water（30cc）and－after

centr1fugat1on（4，000rp　rn。一10㎜m），the　supematant（25cc）was　conce⑪trated．w1th　V1skmg

seam．1ess　ce11u1ose　tub1ng　aga1nst　po1yethy1en91yco1－1，500　G1ven　cond1t1ons　for　papere1ect－

rophores1s　were05血A／c㎜current　and－15～20v／c血vo1tage　m　barb1turate　buffer（PH86

ion1c　strength005）and－the　changes　of　the　opt1ca1dens1t1es　m　that　pattem　were1measurea

by　Hitachガs　densitom．eter　a針er　sta1mng　w1th／％BP政ethano1so1ut1on　and－05％acet1c

aC1a　SO1ut1On．

　In　younger　frmts　of　r1ce，eマen　at　7d－ays　after　headm9，2Peaks1n　the　Pa廿ern　we肥

c1ear工y　d．i∀id－ed－thougb　in曲e1eaf　e対ract，　1Pealk　was　on1y　found－　At　f1na1stage　of

ripening（brown　r1ce），4Pealks　were　observed1皿the　e1ec倣ophoret1c　pattem　　So　far　as　th1s

experi㎜ent　was　concerend－the　water　so1ub1e　prote1ns　see蛆to　be　composed　of4Prote1ns　m

endospe舶n　ana　2　Prote1nsユn　e互nbryo　an沮these　peaks　see豆皿to　d1sapPeare　in　lateτstorage。


